















































き家が急増しているのがわかる。 1975年には戸数 630、人口 3000人であったという
（表 1978: 10、50)。2020年 7月現在の住民は 366戸 875人Jで、戸数でいえば明治
初期の水準に戻ったことになる。平地区のみの数字は入手できなかったが、鞘町全体の
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図 1  鞆町内にある Z 事業所の拠点分布5 
 
 ３ヵ所の小規模多機能型居宅介護は、100％の利用率である。独居利用者 54.7％、配
偶者との二人暮らし 26.4％であり、高齢者のみの世帯の割合は 8 割を超える。認知症
加算6を取る利用者の比率は 73.6％に上る。全国小規模多機能型居宅介護事業者連絡会
による調査7では、全国平均で利用者の独居率が39.0％、配偶者二人の世帯比率が14.2％




 2020 年 4 月時点で Z 事業所に勤務するスタッフ 80 人には、介護支援専門員 9 人、






通い 訪問 泊まり 
本体 29/29 人 410 回 1579 回 166 回 
サテライト A 12/12 人 97 回 386 回 0 回 
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2020年4月時点で Z事業所に勤務するスタッフ 80人には、介護支援専門員 9人、





























































































































































































































































































































































































































































































2厚生労働省社会保障審議会介護保険部会第 45回資料 5(2015年 6月 6日開催）、
https://www.mhlw.go.jp/ stf/ shingi/2r98520000033t43-att/2r98520000033t9f_l. pdf 
（アクセス日： 2021年 2月 5日）。
3 町内会長，町内会役員からの間き取りによる (2020年 7月 10日）。
4 しかし、遺族が平地区在住者でないケースも増える中で、その後のつきあいの継続を
前提としないようなやり取りに変わりつつある。








10 長谷川式認知症スケール (HDS-R)は、 1974年に精神科医の長谷川が開発し、 1991
年に一部改訂された認知症診断に用いられる評価シートである。見当識、計算力、注
意力、再起などを問い、 30点満点で、 20点以下の場合認知症を疑い、 10点以下であ
れば高度の認知症であると判定する。
I 日本で最初に認可された認知症進行抑制作用のある内服薬。
12 リバスタッチパッチは 4.5mgから開始して 4週毎に 4.5mgずつ増量し、最終的に 18
mg使用するのが原則である。
13 牧田も、施設職員が地域の祭りやその他の活動に積極的に参加する様子に注目し、
その「ペイドワークでもアンペイドワークでもないあいまいな活動」が、高齢者の
9“その人らしい暮らし”の支援として有効に活用されている」と指摘する（牧田
2016:101)。
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14 中谷が調査対象としてきたオランダでも、日本の地域包括ケアにあたる仕組みづく
りが進んできた（堀田 2014)。少人数の専門職チームが特定の利用者にトータルな
かかわりを持つビュールトゾルフという在宅ケア事業においては、現場の裁量を重
視することが働き手の高い満足度を引き出しているとされる（水島 2018)。
